
別記第2号様式

令 和 ６ 年 度
北海道高等学校ＰＴＡ連合会「高校生と語るつどい」事業

実 施 報 告 書

令和６年 11月11日

北海道高等学校ＰＴＡ連合会 会長 様

北海道高等学校ＰＴＡ連合会胆振支部
支部長 後藤田 勇 人

（当番校名 室蘭栄高校）

本事業が、令和 ６年 11月 ９日完了したので、次のとおり関係書類を添えて報告し
ます。

記
１ 事業実施概要
(1) 期 日 令和 ６年 11月 ９日（土曜日） ９時から

令和 ６年 11月 ９日（土曜日） 12時まで
(2) 会 場 北海道室蘭栄高等学校会議室
(3) 実施形態

・ ワールドカフェ方式 ・従来方式
(4) 参加者等

ア 参加学校 ６校
（校名：室蘭栄、室蘭清水丘、室蘭東翔、室蘭工業、登別青嶺、登別明日）

イ 参加者総数 ３８名

生徒数 引率数 保護者数 運営者数 その他 合 計

１７名 ６名 ７名 ８名 ０名 ３８名

(5) 事業内容
ア 事業の概要

ワールドカフェ方式により、高校生と保護者、教職員が交流する中で、若者が抱
える今日的課題や将来に向けての発展的事柄を、自由に結論を求めず会話し議論を
する。

イ 講師
NPO法人日本ファシリテーション協会(FAJ) 藤嶺 和隆 様

板東 忍 様
ウ テーマ

「高校生のウエルビーイング」
２ 事業実施による成果

高校生、保護者、教職員それぞれの立場で言えなかったこと、聞きたかったこと
が語られ、話し合いに臨む心構えを養い、他者理解が深まった。

３ 今後の課題等
参集範囲の設定(学校数と参加期待数の設定)
生徒および保護者の参加の促進

＜記入上の留意事項＞
１ 「１(５) 内容」には、活動の内容を具体的に記載すること。
２ 「２ 事業実施による成果」には、当該事業により生徒・保護者・学校・地域・家

庭等への期待される効果等について、詳細に記載すること。
３ 「３ 今後の課題等」には、来年度以降の実施にあたり、検討すべき課題等があれ

ば具体的に記載すること。
４ 本報告書には、開催要項・参加者名簿・写真等を添付すること。


